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高度専門職業人としての
教員養成を目指して大学院は進化します

加藤  久雄
奈良教育大学長

　高度専門職業人としての教員には、豊かな知識と

見識、幅広い視野を持った個性豊かでたくましい人

材が求められています。また、多様化の進む児童生

徒の興味・関心に対応するため、教科内容やその指

導法についてより高い専門性をもった人材が必要

とされています。

　大学院教育学研究科は、学部の 4年間で培った基

礎的知識・技能・教養を基盤として教員となるた

めに必要なより高度な知識と実践力を修得する場

です。また、既に教職に就いている方が教師として

の活動を振り返り、専門性をさらに高める場でもあ

ります。

　本学の教育学研究科修士課程は 1983 年（昭和 58

年）に設置され、2008 年（平成 20 年）に専門職学位

課程（教職大学院）が開設されました。

　専門職学位課程では、学校づくりの有力な一員と

して、確かな指導的理論と優れた実践力・応用力を

備え、俯瞰的な幅広い視点と総合力を有する新人教

員あるいはスクールリーダーとなることを目標と

します。組織的・協同的に解決できる力量、個に応

じた的確な指導ができる力量、学校組織を建設的に

マネジメントできる力量を形成します。

　修士課程では、専門領域に関する研究をもとに、

学校教育または教科教育に関する諸科学について、

自己の知識を絶えず振り返り、更新し、教育実践に

応用できる力量及び幼児児童生徒の探求心を培う

ために、学びの原動力たる探究の魅力を伝えること

のできる力量を形成します。教科内容に関するより

高度な専門性を身につけ、教育研究の学問的基礎に

立って現代的な教育課題への対応力を有する教員

となることを目指します。修士課程では、現職教員

のための昼夜開講も行っています。

　奈良教育大学大学院教育学研究科では、子どもの

学力と心身の成長発達を促す高度専門職業人に相

応しい実践力と理論を兼ね備えた教員を目指す意

欲ある学部の卒業生や社会人、教師生活を一定期間

経験してこれまでの教師活動を振り返り更に専門

性を高めたい現職教員のみなさんの挑戦をお待ち

しています。

特徴 、教育課程編成・実施方針
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人 間 発 達
教 育 ・ 心 理

造 形 表 現（ 美 術・書 道 ）・
伝 統 文 化 教 育

9名

36名

25名

教育学研究科の特徴
　広く教育関係諸科学を研究し、教育実践に関する科学的研究を深めることによって、豊かな人
間性と高度な専門的教養を備え、教育の理論と実践に関する優れた能力を有する高度専門職業
人としての教員を養成します。そのことを通して、奈良県および近隣地域における、高度な力量を
持った教員の養成において中心的役割を果たしていきます。

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
修士課程
　修士課程においては、学士課程や教育現場で培った学力・能力に加え、次の目的を持つ人を求めます。

■ 教育学部・他学部出身者、現職教員、及び外国人留学生
　 学校教育・人間発達または教科教育に関する諸科学に関心を持ち、理論や専門的知識、実践的教育方法について
学習・研究を行いたいという目的を持つ人

専門職学位課程
　専門職学位課程においては、学士課程や教育現場で培った学力・能力に加え、次の目的を持つ人を求めます。

■ 学部・大学院出身者
　授業･学習指導方法開発、生徒指導･教育相談、特別支援教育に関心があり、より実践的な専門性を培い、教職に関する高度な
実践力を身につけたいという目的を持つ人

■ 現職教員
　学級･学校経営や教育行政、授業･学習指導方法開発、生徒指導･教育相談、特別支援教育における様々な課題を解決するた
めに、より高度な実践力を身に付け、学校や地域において指導的役割を果たしたいという目的を持つ人

教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）
修士課程
　修士課程においては、以下の趣旨に基づいて教育課程を体系的に編成し実施します。

1 実践的科目では、現代の教育及び社会の諸課題に対する理解を深めるとともに、これらの課題を科学的に把握し、主
体的に対応する実践的・指導的力量を育みます。

2 専修専門科目では、学校教育・人間発達または教科教育に関する諸科学の内容についての理解を深めるとともに、こ
れらの内容を理論的・実践的に創造していく力量を育みます。

3 課題研究及び修士論文作成では、実践的科目及び専修専門科目で学んだことを統合し、自らの課題意識に即して研究
を進め、教育実践に活用する力量を育みます。

専門職学位課程
　専門職学位課程においては、以下の趣旨に基づいて教育課程を体系的に編成し実施します。

1 共通科目では、学校教育の基本となる課題について理論と実践の往還を通して学び、それに対応できる実践的力量を育みます。

2 実習科目では、学校現場で課題を探究し、その課題を解決できる実践的力量を育みます。

3 演習科目では、実践を対象とする研究や省察のための力量を育みます。

4 研究科目では、理論と実践を架橋させ、自らの課題を解決する研究的力量を育みます。

5 現代的教育課題科目では、喫緊の教育課題や教育の現状を理解し、それに対応できる実践的力量を育みます。

6 課題研究及び学位研究報告書作成では、自ら探究した教育課題を解決するために実践を通して研究する力量と、研究の成果
や在学中の学び・身につけた力量を省察してまとめることのできる力量とともに、学び続ける態度を育みます。

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
修士課程
　修士課程においては、専門領域に関する研究をもとに、修了までに以下の力量を身に付けることを求めます。これらの力量を

獲得するとともに、所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終試験に合格した学生に学位を授与します。

1 幼児児童生徒の探究心を培うために、学びの原動力たる探究の魅力を伝えることのできる教育に関わる理論的・実践
的力量

2 学校教育・人間発達または教科教育に関する諸科学について、専門性を深めることができる研究的力量

3 広い視野に立ち､自己の知識を絶えず振り返り、更新しながら現代の教育及び社会の諸課題に対応できる社会的力量

専門職学位課程
　専門職学位課程においては、教育実践に関する研究をもとに、修了までに以下の力量を身に付けることを求めます。これらの

力量を獲得するとともに、所定の単位を修得し、学位研究報告書の審査及び最終試験に合格した学生に学位を授与します。

1 学校教育における諸課題に対し,俯瞰的な視点を持って組織的に解決できる力量

2 専門的知見と高度な実践的指導力を生かし、新しい学校づくりの有力な一員となり得る力量

3 学習指導、生徒指導、特別な支援を必要とする子どもに対する指導を一体化させて個に応じた指導ができる力量

・ ・

※発達教育臨床専修の専門科目は、18時～21時10分の夜間授業時間帯及び夏季や冬季休業期間などに開設されます。
　修了に必要なその他の科目は、昼間及び夜間とも開設されます。

発 達 教 育 臨 床※
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2 専修専門科目では、学校教育・人間発達または教科教育に関する諸科学の内容についての理解を深めるとともに、こ
れらの内容を理論的・実践的に創造していく力量を育みます。

3 課題研究及び修士論文作成では、実践的科目及び専修専門科目で学んだことを統合し、自らの課題意識に即して研究
を進め、教育実践に活用する力量を育みます。

専門職学位課程
　専門職学位課程においては、以下の趣旨に基づいて教育課程を体系的に編成し実施します。

1 共通科目では、学校教育の基本となる課題について理論と実践の往還を通して学び、それに対応できる実践的力量を育みます。

2 実習科目では、学校現場で課題を探究し、その課題を解決できる実践的力量を育みます。

3 演習科目では、実践を対象とする研究や省察のための力量を育みます。

4 研究科目では、理論と実践を架橋させ、自らの課題を解決する研究的力量を育みます。

5 現代的教育課題科目では、喫緊の教育課題や教育の現状を理解し、それに対応できる実践的力量を育みます。

6 課題研究及び学位研究報告書作成では、自ら探究した教育課題を解決するために実践を通して研究する力量と、研究の成果
や在学中の学び・身につけた力量を省察してまとめることのできる力量とともに、学び続ける態度を育みます。

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
修士課程
　修士課程においては、専門領域に関する研究をもとに、修了までに以下の力量を身に付けることを求めます。これらの力量を

獲得するとともに、所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終試験に合格した学生に学位を授与します。

1 幼児児童生徒の探究心を培うために、学びの原動力たる探究の魅力を伝えることのできる教育に関わる理論的・実践
的力量

2 学校教育・人間発達または教科教育に関する諸科学について、専門性を深めることができる研究的力量

3 広い視野に立ち､自己の知識を絶えず振り返り、更新しながら現代の教育及び社会の諸課題に対応できる社会的力量

専門職学位課程
　専門職学位課程においては、教育実践に関する研究をもとに、修了までに以下の力量を身に付けることを求めます。これらの

力量を獲得するとともに、所定の単位を修得し、学位研究報告書の審査及び最終試験に合格した学生に学位を授与します。

1 学校教育における諸課題に対し,俯瞰的な視点を持って組織的に解決できる力量

2 専門的知見と高度な実践的指導力を生かし、新しい学校づくりの有力な一員となり得る力量

3 学習指導、生徒指導、特別な支援を必要とする子どもに対する指導を一体化させて個に応じた指導ができる力量

・ ・

※発達教育臨床専修の専門科目は、18時～21時10分の夜間授業時間帯及び夏季や冬季休業期間などに開設されます。
　修了に必要なその他の科目は、昼間及び夜間とも開設されます。

発 達 教 育 臨 床※



修士課程

修士課程

修士課程

専門職学位課程

専門職学位課程

専門職学位課程

（ 教 職 大 学 院 ）

（ 教 職 大 学 院 ）

（ 教 職 大 学 院 ）
豊 富 な 実 践 科 目

　現代の教育及び社会の諸課題に対する理解を深める
とともに、これらの課題を科学的に把握し、主体的に
対応する実践的・指導的力量を育む。

教育課程　45単位取得
学位研究報告書の審査及び最終試験

教育課程　30単位取得
学位論文等の審査及び最終試験

実践的科目
● 学校教育実践　　● 教材開発研究

修士課程修了
修士（教育学）の学位授与

専門職学位課程修了
教職修士（専門職）の学位授与

　学校教育・人間発達または教科教育に関する諸科学
の内容についての理解を深めるとともに、これらの内
容を理論的・実践的に創造していく力量を育む。

専修専門科目

　教育実践力育成の観点から、教科内容や指導法に関
する学修を深めるとともに、学校における新しい学び
や取り組みへの理解と対応力を育む。

教育課題探究科目

１．課題探究実習Ⅰ（2単位）
２．課題探究実習Ⅱ A 又は Ⅱ B（２単位）
３．課題解決実習Ⅰ（４単位）
４．課題解決実習Ⅱ A 又は Ⅱ B（４単位）
５．へき地学校実習（1単位）

フィールドベースの演習科目
1. ア ク シ ョ ン リ サ ー チ （1単位）
2. ポートフォリオとキャリア発達 （1単位）
3. ケ ー ス・ ス タ デ ィ （1単位）
4. 学 校 実 践 省 察 （1単位）
5. 授 業 力 基 礎 演 習

（ 教 科 内 容 を 含 む ） （1単位）
6. 授 業 力 応 用 演 習 （1単位）

研究科目
1．課題研究（2単位）　　2．実践理論研究（1単位）

実 践 的 科 目 4単位

専 修 専 門 科 目 16単位
自 由 選 択 科 目

（ 教 育 課 題 探 究 科 目 を 含 む ） 6単位

課 題 研 究 4単位

共 通 科 目 18単位
実 習 科 目 12単位
演 習 科 目 4単位
研 究 科 目 3単位
現 代 的 教 育 課 題 科目

（特別支援教育に関する科目を含む）
8単位

学校現場での実習

実習科目と関連付けて学ぶ

実践研究の方法を身につける

履修カリキュラムの概要

修 了 要 件・ 学 位



（参考例）
535,800円×2年÷4年＝267,900円（年額）
※2年間分の授業料を4年間で分割納入することになります。

大学院における特色ある取り組み

大学院における教育研究の進展、授業での実践を通して教育プログラムを実施しています。

　「世界の中の奈良 ―伝統と継承・発信― 」と
いう授業科目をコアに据え、「伝統文化・文化財」、
「異文化理解」という二本の柱からなる全大学院
生に開かれた教育プログラム
※このプログラムは、文部科学省の大学院教育
改革支援プログラム（2007～2008年度）
及び組織的な大学院教育改革推進プログラ
ム（2009年度）に採択されました。

「地域と伝統文化」教育プログラム

現職教員等のための特例制度

1・2年次とも夜間等の授業を履修（夜間コース）
●18：00～21：10 までの授業や研究指導
●夏季や冬季休業期間や土曜日にも開設することがある
●休業期間中の昼間での集中講座を受講できる

1年次フルタイム・2年次定期通学
●第1年次は在職校を離れて、昼間（9：00～17：50）での授業等をフルタイムで履修
●第2年次は在職校に復帰し、週1回以上定期的に通学する
※第2年次の特例措置について、奈良県教育委員会からの大学院等派遣研修による現職教員は、別に定めるところによる。

現職教員等で通常2年で修了の課程において、2年では研究等期間が十分に取れない、あるいは2年以上は
経済的に負担が大きいという人などのために、2年分の授業料で最長4年間の長期履修を認める制度



　所要の基礎資格〈取得しようとする専修免許状
（中学校教諭及び高等学校教諭にあってはその免
許教科）にかかる一種免許状を所有〉を有する者
が、本研究科開設科目において教育職員免許法及
び同法施行規則に定める必要な単位を修得すれ
ば、専修免許状の取得が可能です。

　所要の基礎資格〈取得しようとする専修免許状
（中学校教諭及び高等学校教諭にあってはその免
許教科）にかかる一種免許状を所有〉を有する者
が、本研究科開設科目において教育職員免許法
及び同法施行規則に定める必要な単位を修得す
れば、専修免許状の取得が可能です。

※入学後の専修において取得できる免許・資格の詳細については教務課大学院担当（TEL 0742-27-9322）に照会願います。

人間発達 ・
発達 専修

●大学院正規課程での授業・研究が主となりますので、入学後研究指
導教員と相談のうえ履修計画をたてることになります。
　また、大学院の授業と学部の授業の時間割の重複や、学部の授業の
履修には当該授業担当者の承諾が必要であることにより、希望の授業
科目を履修できないこともあります。必要に応じ、介護等体験の参加も
申請できます。

学部履修科目要件の概要

学部授業科目の履修制度について

　修士課程においては、大学院に在学しつつ、学部の授業科目を履修できる制度（科目等履修生制度）があります。
　この制度により教員免許状 (一種 )に係る科目も履修することができますが、免許状取得を保証するものではありません。

　１学期間４科目８単位以内、修業年限の２年間で最大３２単位まで履修できます。なお、修業年限を越え大学院
に在学された場合は、４８単位を履修上限としています。

　入学料、検定料は徴収しません。授業料は１学期４単位（年間８単位）以内の履修（教育実習及び事前・事後指導
は除く）については徴収しませんが、４単位を超える場合と教育実習及び事前・事後指導については、１単位につき
１４，８００円を徴収します。

　教員免許状取得に必要な全ての単位を大学院入学前に取得した単位と大学院入学後に科目等履修により取得
する単位で充足できる方で、本人が教育実習校の内諾を得られる場合に限り、教育実習の履修が認められる制度
を設けています。申請が許可された場合は、大学院修了予定年度に1回に限り教育実習を行うことができます。
　なお、教育実習を行うまでには、実習を行う学校種別に、免許法上に定められた教科に関する科目、教職に関する
科目の半数以上を修得していること及び事前・事後指導の履修を必須としています。

履修単位数

授 業 料 等

教育実習の履修

取得できる教員免許状・資格

現職教員等のための教育方法の特例措置（昼夜開講）について

現職教員等の研修機会拡大の観点から、大学院設置基準第１４条に定める教育方法の特例を次の方式により開設しています。

※第 2年次の特例措置について、奈良県教育委員会からの大学院等派遣研修による現職教員は、別に
定めるところによります。

在職校を離れて、
在職校に復帰し、
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●大学院正規課程での授業・研究が主となりますので、入学後研究指
導教員と相談のうえ履修計画をたてることになります。
　また、大学院の授業と学部の授業の時間割の重複や、学部の授業の
履修には当該授業担当者の承諾が必要であることにより、希望の授業
科目を履修できないこともあります。必要に応じ、介護等体験の参加も
申請できます。

学部履修科目要件の概要

学部授業科目の履修制度について

　修士課程においては、大学院に在学しつつ、学部の授業科目を履修できる制度（科目等履修生制度）があります。
　この制度により教員免許状 (一種 )に係る科目も履修することができますが、免許状取得を保証するものではありません。

　１学期間４科目８単位以内、修業年限の２年間で最大３２単位まで履修できます。なお、修業年限を越え大学院
に在学された場合は、４８単位を履修上限としています。
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する単位で充足できる方で、本人が教育実習校の内諾を得られる場合に限り、教育実習の履修が認められる制度
を設けています。申請が許可された場合は、大学院修了予定年度に1回に限り教育実習を行うことができます。
　なお、教育実習を行うまでには、実習を行う学校種別に、免許法上に定められた教科に関する科目、教職に関する
科目の半数以上を修得していること及び事前・事後指導の履修を必須としています。
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現職教員等のための教育方法の特例措置（昼夜開講）について

現職教員等の研修機会拡大の観点から、大学院設置基準第１４条に定める教育方法の特例を次の方式により開設しています。

※第 2年次の特例措置について、奈良県教育委員会からの大学院等派遣研修による現職教員は、別に
定めるところによります。

在職校を離れて、
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　本専修には、保健体育科教育と保健体育学の2領域がある。
　保健体育学の領域では運動・スポーツや健康・保健に
関する教育学的課題を扱い、保健体育科教育の領域では、
保健体育学で得られた学問的成果や教育学的知見を生か
し、優れた保健体育の授業づくりをするために必要な知識
や技能を習得する。両者の連携・融合を図りつつ、学校教
育はもちろんのこと地域社会における教育や生涯にわた
る体育・スポーツ・保健の教育的意義を視野に入れ、学
校における保健体育科教育を核にした理論的・実践的な
教育と研究を行う。

観

　本専修には、数学科教育、代数学、幾何学、解析学、確率・
統計学、応用数学の6領域がある。
　数学教育および代数学、幾何学、解析学、確率・統計学と
応用数学に関する基礎理論の研究を深め、それぞれの観点
から数学の本質を把握し、相互の関連と接続を更に発展さ
せることにより、数学の総合化を促進する力と応用する力を
育成する。このことにより、算数・数学の教材を開発する力を
培い、指導内容と指導方法に関する豊かな認識を養う。

深

人間発達専攻

　学校教育ならびに人間発達に関する教育学と心理学の基
礎理論に基づき、学校組織の運営、カリキュラム編成や教育
方法の適切性、人権教育や社会教育・生涯学習のあり方、及
び児童・生徒の発達や学習、適応等についての諸問題、個人
差のアセスメント（評価）に関する高度な知識と技能を習得
する。教育学及び心理学の両アプローチにより、とりわけ道
徳や特別活動、総合的な学習の時間、生徒指導などの教科
外の教育や、教科間をつなぐ課題探究型学習を構想し、実践
する力を養成する。

教育・心理専修

　人間発達に関わる教育課題の専門的知識をより深め、そ
れを活用し、課題を探究し続ける力量形成をめざす。人間発
達に関わる教育課題について、教育学及び心理学の視点、な
らびに特別支援教育、教育臨床及び幼年教育の視点から探
究することにより、教育実践を支える高度な専門性を有する
教員を養成する。

造形表現（美術・書道）・伝統文化教育専修

発達教育臨床専修

　幼稚園および特別支援学校などの奈良県内外の現職教員
をはじめ、働きながら教育臨床・発達支援に関する高度な専
門性を身につけることを希望する者などのための夜間主の
教育課程を特徴とする。乳幼児期から青年期までの子どもの
発達を踏まえた教育・保育、障害や不登校、いじめ問題など教
育上の特別なニーズに対応する支援・指導のための高度な
専門的力量をもった教員を養成する。

　本専修には、音楽科教育、声楽、器楽、作曲編曲の 4領
域がある。
　各領域で習得した知識を有機的に統合させることにより、問
題解決能力、創造力、実践力、思考力、判断力、表現力を培い、音
楽教育分野における高度な専門性を有した人材を育成する。



　本専修には、保健体育科教育と保健体育学の2領域がある。
　保健体育学の領域では運動・スポーツや健康・保健に
関する教育学的課題を扱い、保健体育科教育の領域では、
保健体育学で得られた学問的成果や教育学的知見を生か
し、優れた保健体育の授業づくりをするために必要な知識
や技能を習得する。両者の連携・融合を図りつつ、学校教
育はもちろんのこと地域社会における教育や生涯にわた
る体育・スポーツ・保健の教育的意義を視野に入れ、学
校における保健体育科教育を核にした理論的・実践的な
教育と研究を行う。

観

　本専修には、数学科教育、代数学、幾何学、解析学、確率・
統計学、応用数学の6領域がある。
　数学教育および代数学、幾何学、解析学、確率・統計学と
応用数学に関する基礎理論の研究を深め、それぞれの観点
から数学の本質を把握し、相互の関連と接続を更に発展さ
せることにより、数学の総合化を促進する力と応用する力を
育成する。このことにより、算数・数学の教材を開発する力を
培い、指導内容と指導方法に関する豊かな認識を養う。

深

人間発達専攻

　学校教育ならびに人間発達に関する教育学と心理学の基
礎理論に基づき、学校組織の運営、カリキュラム編成や教育
方法の適切性、人権教育や社会教育・生涯学習のあり方、及
び児童・生徒の発達や学習、適応等についての諸問題、個人
差のアセスメント（評価）に関する高度な知識と技能を習得
する。教育学及び心理学の両アプローチにより、とりわけ道
徳や特別活動、総合的な学習の時間、生徒指導などの教科
外の教育や、教科間をつなぐ課題探究型学習を構想し、実践
する力を養成する。

教育・心理専修

　人間発達に関わる教育課題の専門的知識をより深め、そ
れを活用し、課題を探究し続ける力量形成をめざす。人間発
達に関わる教育課題について、教育学及び心理学の視点、な
らびに特別支援教育、教育臨床及び幼年教育の視点から探
究することにより、教育実践を支える高度な専門性を有する
教員を養成する。

造形表現（美術・書道）・伝統文化教育専修

発達教育臨床専修

　幼稚園および特別支援学校などの奈良県内外の現職教員
をはじめ、働きながら教育臨床・発達支援に関する高度な専
門性を身につけることを希望する者などのための夜間主の
教育課程を特徴とする。乳幼児期から青年期までの子どもの
発達を踏まえた教育・保育、障害や不登校、いじめ問題など教
育上の特別なニーズに対応する支援・指導のための高度な
専門的力量をもった教員を養成する。

　本専修には、音楽科教育、声楽、器楽、作曲編曲の 4領
域がある。
　各領域で習得した知識を有機的に統合させることにより、問
題解決能力、創造力、実践力、思考力、判断力、表現力を培い、音
楽教育分野における高度な専門性を有した人材を育成する。
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人権教育特論

生涯学習特論

教育社会学特論

教育方法特論

教育史特論

教育課程特論

教育心理学特論

教育臨床心理学特論

発達心理学特論

特別支援教育学特論

保育・教育内容論特論

子ども教育学特論

子ども心理学特論

教育臨床特論

国語科授業研究

日本語学（音声･音韻の研究と教育）

古典文学特論

近代文学特論

漢文学特論

日本語教育学特論

社会科教育学特論

日本古代･中世史

西洋史学

地誌学

地理学

法学

経済学

社会学

算数・数学科教育学特論

算数・数学科授業研究

代数学特論（基礎代数）

応用数学特論（応用数理)

応用数学特論（情報数理）

解析学特論（基礎解析）

人権教育、子ども・若者支援の社会教育的研究

地域生涯学習論研究、社会教育の原理的歴史的研究

多文化社会に生きる子どもたちのアイデンティティ形成

授業研究、カリキュラム・マネジメント

日本教育史、近・現代における地域教育運動の研究

市民性教育のカリキュラム構成原理に関する研究

教育心理学(記憶・学習及び対人関係に関する研究)

教育臨床心理学（適応や規範意識、学級集団等に関する研究）

発達心理学（人格・自己の発達）

発達障害児者の人格発達と社会的環境・教育

乳幼児の萌芽的読み書き活動の研究

子どもの遊び、保育者の育ちについての研究

乳幼児期の造形表現の研究

臨床心理学／学校教育臨床／芸術療法

国語科教育学

日本語音声・音韻の研究

平安時代の文学・古典教育

日本近代文学と社会制度、読者論、大衆文化

中国古代の哲学・思想

日本語教育学

地理教育、環境教育、子どもの遊び

日本古代・中世史(平安時代を中心に)

ドイツ現代史（特に戦後史）、ドイツ政治史

イギリスと日本の都市小売業の立地

地域多様性、農山村地域研究、観光・地域振興、ESD

人権の起源・歴史・思想

金融論および産業組織論

社会問題の社会学的研究

数学教育学

数学教育学

可換代数学

数理統計学

数理科学・工学

偏微分方程式論

職名・氏名専　　修専攻 主な授業科目名 研究テーマ・研究分野

教 育 ・ 心 理

発 達 教 育 臨 床

教　授　生田　周二

教　授　片岡　弘勝

教　授　渋谷　真樹

教　授　赤沢　早人

准教授　板橋　孝幸

准教授　橋崎　頼子

教　授　豊田　弘司

准教授　出口　拓彦

准教授　中山留美子

教　授　越野　和之

教　授　横山真貴子

准教授　廣瀬　聡弥

准教授　佐川早季子

教　授　市来百合子

教　授　棚橋　尚子

教　授　前田　広幸

准教授　有馬　義貴

教　授　日高　佳紀

教　授　橋本　昭典

准教授　和泉元千春

教　授　岩本　廣美

教　授　今　　正秀

准教授　西田　　慎

教　授　根田　克彦

准教授　河本　大地

教　授　佐野　　誠

教　授　森　　伸宏

教　授　渡邉　伸一

教　授　近藤　　裕

准教授　舟橋　友香

教　授　川﨑謙一郎

教　授　高木　祥司

教　授　伊藤　直治

准教授　高橋　　亮

※

※

専任教員研究分野一覧表

国語教育･日本語日本文化教育

社 会 科 教 育

数 学 教 育

職名・氏名専　　修専攻 主な授業科目名 研究テーマ・研究分野

※は平成32（2020）年3月退職予定者

教

　
　科

　
　教

　
　育

音 楽 教 育

保 健 体 育

生 活 科 学 教 育

英 語 教 育
（異文化理解を含む）

専任教員研究分野一覧表

造形表現（美術・書道）・
伝 統 文 化 教 育

理 科 教 育
（文化財科学を含む）

教　授　森本　弘一

教　授　石井　俊行

教　授　松山　豊樹

准教授　常田　　琢

教　授　中村　元彦

教　授　山崎　祥子

教　授　梶原　　篤

教　授　石田　正樹

教　授　松井　　淳

准教授　辻野　　亮

教　授　和田　穣隆

教　授　藤井　智康

准教授　信川　正順

教　授　金原　正明

准教授　劉　　麟玉

教　授　前田　則子

准教授　北條美香代

教　授　宇田　秀士

准教授　竹内　晋平

准教授　狩野　宏明

准教授　原山　健一

教　授　山岸　公基

教　授　大山　明彦

教　授　谷川　雅夫

教　授　豊田　宗児

教　授　高田　俊也

教　授　髙橋　豪仁

准教授　井上　邦子

准教授　立　　正伸

教　授　笠次　良爾

准教授　髙木　祐介

教　授　佐藤臨太郎

准教授　ピーター・ファーガソン

教　授　吉村　公宏

准教授　米倉　陽子

教　授　門田　　守

准教授　杉山　　薫

准教授　中川　　愛

教　授　立松麻衣子

理科授業研究

理科教育学特論

極微と極大の科学

量子物性の科学

光と電子の科学

有機反応論

高分子と環境

生体機能論Ⅰ

保全植物科学

生体構造論

固体地球科学

流体地球科学

宇宙・惑星科学

文化財科学Ⅱ

音楽科授業研究

ピアノ演奏研究

音楽創作指導研究

図画工作・美術科教育学特論

図画工作・美術科授業研究

絵画造形特論

工芸技法研究

美術工芸文化財学特論（日本・東洋）

文化財記録保存特論

書法芸術史特論

作品鑑賞論Ⅰ

体育科授業研究

体育社会学特論

体育原論

運動学特論

学校保健学特論

運動生理学特論

英語科教育学特論

英語科教育方法論

英語学特論Ⅰ（言語理論Ⅰ）

英語学特論Ⅱ（言語理論Ⅱ）

英米文学特論（英米小説論）

栄養科学特論

保育学特論

家庭経営学特論

科学的素養を高める理科教材の開発

子どもたちの科学概念の構築を阻害する要因の究明

素粒子論、場の量子論及び巨視的量子効果の研究

固体物理学、ナノ科学・工学

分光法による固体物性の研究

新しい有機合成法の開発

磁気共鳴、高分子化学、化学教育

原生動物を用いた細胞生物学

樹木の繁殖生態、湿原の保全生態学

森林の生態学、人と自然のかかわり

野外地質調査と室内試料解析による火山活動の研究

湖沼・沿岸海洋の環境動態に関する研究

天文学・宇宙物理学

環境考古学

音楽教育史・音楽科教育・民族音楽学

ピアノ演奏法、歌曲伴奏、室内楽、ピアノ教育、ソルフェージュ教育

作曲法、編曲法、創作授業研究

美術教育の題材・授業構造、近代日本美術教育史

図画工作・美術科授業研究、生涯学習と美術に関する研究

絵画における空間表現の研究

陶による造形表現

日本・東洋仏教美術史の研究

文化財の記録保存のための模写と復元

書道史・書道理論・書道教育

漢字(古代文字)

体育授業づくりを中心とした授業改善・評価に関する研究

体育・スポーツの社会学的研究

スポーツ文化・体育（身体教育）の身体文化論的研究

身体運動を対象とした運動学・トレーニング科学的研究

学校保健ならびにスポーツ医学、特に傷害予防に関する研究

運動生理学及び応用栄養学に関する基礎的・実践的研究

教室第二言語習得研究・英語教育学

小学校英語・早期英語教育

認知言語学・日英対照研究

認知言語学・文法化・主体化

19世紀イギリス詩及び小説の研究

食品の製造過程で生じる副産物の栄養評価と有効利用

対乳児行動に関する研究

高齢者の生活ならびに地域コミュニティに関する研究

※



人

　
　間

　
　発

　
　達

教

　
　科

　
　教

　
　育

人権教育特論

生涯学習特論

教育社会学特論

教育方法特論

教育史特論

教育課程特論

教育心理学特論

教育臨床心理学特論

発達心理学特論

特別支援教育学特論

保育・教育内容論特論

子ども教育学特論

子ども心理学特論

教育臨床特論

国語科授業研究

日本語学（音声･音韻の研究と教育）

古典文学特論

近代文学特論

漢文学特論

日本語教育学特論

社会科教育学特論

日本古代･中世史

西洋史学

地誌学

地理学

法学

経済学

社会学

算数・数学科教育学特論

算数・数学科授業研究

代数学特論（基礎代数）

応用数学特論（応用数理)

応用数学特論（情報数理）

解析学特論（基礎解析）

人権教育、子ども・若者支援の社会教育的研究

地域生涯学習論研究、社会教育の原理的歴史的研究

多文化社会に生きる子どもたちのアイデンティティ形成

授業研究、カリキュラム・マネジメント

日本教育史、近・現代における地域教育運動の研究

市民性教育のカリキュラム構成原理に関する研究

教育心理学(記憶・学習及び対人関係に関する研究)

教育臨床心理学（適応や規範意識、学級集団等に関する研究）

発達心理学（人格・自己の発達）

発達障害児者の人格発達と社会的環境・教育

乳幼児の萌芽的読み書き活動の研究

子どもの遊び、保育者の育ちについての研究

乳幼児期の造形表現の研究

臨床心理学／学校教育臨床／芸術療法

国語科教育学

日本語音声・音韻の研究

平安時代の文学・古典教育

日本近代文学と社会制度、読者論、大衆文化

中国古代の哲学・思想

日本語教育学

地理教育、環境教育、子どもの遊び

日本古代・中世史(平安時代を中心に)

ドイツ現代史（特に戦後史）、ドイツ政治史

イギリスと日本の都市小売業の立地

地域多様性、農山村地域研究、観光・地域振興、ESD

人権の起源・歴史・思想

金融論および産業組織論

社会問題の社会学的研究

数学教育学

数学教育学

可換代数学

数理統計学

数理科学・工学

偏微分方程式論

職名・氏名専　　修専攻 主な授業科目名 研究テーマ・研究分野

教 育 ・ 心 理

発 達 教 育 臨 床

教　授　生田　周二

教　授　片岡　弘勝

教　授　渋谷　真樹

教　授　赤沢　早人

准教授　板橋　孝幸

准教授　橋崎　頼子

教　授　豊田　弘司

准教授　出口　拓彦

准教授　中山留美子

教　授　越野　和之

教　授　横山真貴子

准教授　廣瀬　聡弥

准教授　佐川早季子

教　授　市来百合子

教　授　棚橋　尚子

教　授　前田　広幸

准教授　有馬　義貴

教　授　日高　佳紀

教　授　橋本　昭典

准教授　和泉元千春

教　授　岩本　廣美

教　授　今　　正秀

准教授　西田　　慎

教　授　根田　克彦

准教授　河本　大地

教　授　佐野　　誠

教　授　森　　伸宏

教　授　渡邉　伸一

教　授　近藤　　裕

准教授　舟橋　友香

教　授　川﨑謙一郎

教　授　高木　祥司

教　授　伊藤　直治

准教授　高橋　　亮

※

※

専任教員研究分野一覧表

国語教育･日本語日本文化教育

社 会 科 教 育

数 学 教 育

職名・氏名専　　修専攻 主な授業科目名 研究テーマ・研究分野

※は平成32（2020）年3月退職予定者

教

　
　科

　
　教

　
　育

音 楽 教 育

保 健 体 育

生 活 科 学 教 育

英 語 教 育
（異文化理解を含む）

専任教員研究分野一覧表

造形表現（美術・書道）・
伝 統 文 化 教 育

理 科 教 育
（文化財科学を含む）

教　授　森本　弘一

教　授　石井　俊行

教　授　松山　豊樹

准教授　常田　　琢

教　授　中村　元彦

教　授　山崎　祥子

教　授　梶原　　篤

教　授　石田　正樹

教　授　松井　　淳

准教授　辻野　　亮

教　授　和田　穣隆

教　授　藤井　智康

准教授　信川　正順

教　授　金原　正明

准教授　劉　　麟玉

教　授　前田　則子

准教授　北條美香代

教　授　宇田　秀士

准教授　竹内　晋平

准教授　狩野　宏明

准教授　原山　健一

教　授　山岸　公基

教　授　大山　明彦

教　授　谷川　雅夫

教　授　豊田　宗児

教　授　高田　俊也

教　授　髙橋　豪仁

准教授　井上　邦子

准教授　立　　正伸

教　授　笠次　良爾

准教授　髙木　祐介

教　授　佐藤臨太郎
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准教授　中川　　愛

教　授　立松麻衣子

理科授業研究

理科教育学特論

極微と極大の科学

量子物性の科学

光と電子の科学

有機反応論

高分子と環境

生体機能論Ⅰ

保全植物科学

生体構造論

固体地球科学

流体地球科学

宇宙・惑星科学

文化財科学Ⅱ

音楽科授業研究

ピアノ演奏研究

音楽創作指導研究

図画工作・美術科教育学特論
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英語科教育方法論
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文化財の記録保存のための模写と復元
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体育授業づくりを中心とした授業改善・評価に関する研究

体育・スポーツの社会学的研究

スポーツ文化・体育（身体教育）の身体文化論的研究

身体運動を対象とした運動学・トレーニング科学的研究

学校保健ならびにスポーツ医学、特に傷害予防に関する研究

運動生理学及び応用栄養学に関する基礎的・実践的研究

教室第二言語習得研究・英語教育学

小学校英語・早期英語教育

認知言語学・日英対照研究

認知言語学・文法化・主体化

19世紀イギリス詩及び小説の研究

食品の製造過程で生じる副産物の栄養評価と有効利用

対乳児行動に関する研究

高齢者の生活ならびに地域コミュニティに関する研究

※



入学後、自らの関心に応じてコースを コースの

1 ） ４つのコース
　　本専攻では、次の４つのコースを設定しています。
　　■ 学校組織マネジメントコース
　　　•児童生徒・保護者、同僚にも自分の指導の方針についてわかりやすく説明できる
 教師を養成します。
　　　•学校組織のマネジメント、学校教育の改革推進、調査研究推進にかかわって、
 学校のリーダーになれる教師を養成します。
　　■ 学習指導コース
　　　•学級経営や生徒指導を踏まえて多様な授業（教育）方略を立て、評価し、授業改善に取り組むことのできる教師を

養成します。
　　　•専門的な知識、技能等を実践の場で多面的に生かし、教科の面白さや有用性を伝えることのできる教師を養成します。
　　■ 生徒指導コース
　　　•生徒理解、生徒指導の多様な方法を身につけ、実践の場に生かすことができる教師を養成します。
　　　•カウンセリング、キャリアガイダンスに関する知見を生かし、児童生徒、保護者、同僚を支援できる教師を養成します。
　　■ 特別支援教育コース
　　　•ＬＤやＡＤＨＤ等の発達障害をはじめとする障害のある児童生徒に対応できる知識を持った教師を養成します。
　　　•特別なニーズを持つ子どもに対する指導・支援の具体的な方法を学び、特別支援教育に関する高度な実践的力量を

持った教師を養成します。
2 ） 履修方法　
　　履修にあたっては、次の手順で進めます。 
　　①本学が設定する上記の4つのコースのうち、いずれかのコースを選択します。 
　　②共通科目（5領域）から9科目18単位以上を選択します。 
　　　選択にあたっては、獲得したい資質能力目標をもとに教員と話し合って決めます。ただし、各領域から2単位以上
　　　は履修しなければなりません。

教育課程の編成及び実施に関する領域

教科等の実践的な指導方法に関する領域

生徒指導及び教育相談に関する領域

学級経営及び学校経営に関する領域

学校教育と教員の在り方に関する領域

1. カリキュラムと評価の連動

2. 教材教具開発

2. 学級づくりと集団づくり

3. インクルーシブ教育原論

1. 学級・学校経営実践論

1. 授業方法と学習形態の工夫（ICT の活用を含む）

2. 教育課程の開発と改善

1. 生徒指導・学校教育臨床

2. 学校組織とアカウンタビリティ

1. 教師のキャリア発達と教育 2. 学校危機管理論

3. 地域とつくる学校

3. 発達障害児の理解と支援

２科目　３単位

※実践理論研究は学外の学会や研究会への参加発表、さらにはスクールサ
ポート等の活動を単位化するものです。自分のテーマをより一層深めた
り、第一線の研究者との交流を深めたりします。なお、修了までに最低
１単位は必修です。 

※課題探究実習Ⅰ・Ⅱ、課題解決実習Ⅰについ
ては、現職教員を対象に、一定の審査を経
て、全部または一部を免除する制度を設けて
います。

１.課題探究実習Ⅰ（２単位）
３.課題解決実習Ⅰ（４単位）
５.へき地学校実習（１単位）

２. 課題探究実習Ⅱ（２単位）
４.課題解決実習Ⅱ（４単位）

５科目　13単位

１. 課題研究（２単位） 

１. アクションリサーチ （１単位）
３. ケース・スタディ （１単位）
５. 授業力基礎演習 （１単位）
（教科内容を含む）

６科目　６単位

２. ポートフォリオと
　  キャリア発達 （１単位）
４. 学校実践省察 （１単位）
６. 授業力応用演習 （１単位）

　課題探究実習Ⅰ・Ⅱは、連携協力校であ
る公立学校のうち希望する校種の学校の
教育活動に週1回、計20回参加し、授業
補助を中心として様々な校務を経験する
ことを通して、児童生徒理解の仕方、授業・
学級経営の理論と実践、その他の校務を
学びながら自らの研究課題を探ります。
　課題解決実習Ⅰ・Ⅱは、それぞれ課題探
究実習で見つけた研究課題を中心に、学校
の教育活動全般に連続して４週間取り組
むとともに、教員として様々な課題に組織
的に対応していける素地を身につけます。

　共通科目（５領域）の
履修と同様、選択にあ
たっては、獲得したい資
質能力目標をもとに教
員と話し合って決めま
す。科目は、右の 20 科
目を開講します。

④現代的教育課題科目から4科目8単位以上を選択して履修します。

２. 実践理論研究（１単位）

現代的教育課題科目（特別支援教育に関する科目を含む。）（各２単位）
1. 組織で進める学校評価・校内研修
2. ミドルリーダーの役割と
 メンターリングの手法
3. 教師の成長とアセスメント
4. 学習指導と教師の役割
5. 授業設計と評価
6. 感性を育む教育実践
7. 子どもと保護者の心をつかむ
 コミュニケーション実践論
8. 子ども理解と教育
9. LD 児･ADHD児の理解と支援
10. 小学校外国語とそのコーディネーション

11. 生徒指導における予防的・開発的指導

12. 特別支援教育の教育課程・授業論

13. 特別支援教育の生理・病理

14. 重度障害児の理解と支援

15. 特別支援学校・学級経営論

16. 特別支援アセスメント事例研究

17. 特別支援教育コーディネーター論

18. 特別支援教育のシステム論

19. 特別支援教育の心理学

20. 自閉症児の理解と支援



入学後、自らの関心に応じてコースを コースの

1 ） ４つのコース
　　本専攻では、次の４つのコースを設定しています。
　　■ 学校組織マネジメントコース
　　　•児童生徒・保護者、同僚にも自分の指導の方針についてわかりやすく説明できる
 教師を養成します。
　　　•学校組織のマネジメント、学校教育の改革推進、調査研究推進にかかわって、
 学校のリーダーになれる教師を養成します。
　　■ 学習指導コース
　　　•学級経営や生徒指導を踏まえて多様な授業（教育）方略を立て、評価し、授業改善に取り組むことのできる教師を
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　　　•専門的な知識、技能等を実践の場で多面的に生かし、教科の面白さや有用性を伝えることのできる教師を養成します。
　　■ 生徒指導コース
　　　•生徒理解、生徒指導の多様な方法を身につけ、実践の場に生かすことができる教師を養成します。
　　　•カウンセリング、キャリアガイダンスに関する知見を生かし、児童生徒、保護者、同僚を支援できる教師を養成します。
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て、全部または一部を免除する制度を設けて
います。

１.課題探究実習Ⅰ（２単位）
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る公立学校のうち希望する校種の学校の
教育活動に週1回、計20回参加し、授業
補助を中心として様々な校務を経験する
ことを通して、児童生徒理解の仕方、授業・
学級経営の理論と実践、その他の校務を
学びながら自らの研究課題を探ります。
　課題解決実習Ⅰ・Ⅱは、それぞれ課題探
究実習で見つけた研究課題を中心に、学校
の教育活動全般に連続して４週間取り組
むとともに、教員として様々な課題に組織
的に対応していける素地を身につけます。
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たっては、獲得したい資
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す。科目は、右の 20 科
目を開講します。

④現代的教育課題科目から4科目8単位以上を選択して履修します。
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現代的教育課題科目（特別支援教育に関する科目を含む。）（各２単位）
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3. 教師の成長とアセスメント
4. 学習指導と教師の役割
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6. 感性を育む教育実践
7. 子どもと保護者の心をつかむ
 コミュニケーション実践論
8. 子ども理解と教育
9. LD 児･ADHD児の理解と支援
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小柳和喜雄

粕谷　貴志

河﨑　智恵

北川　剛司

木下　理恵

◎玉村　公二彦

中井　隆司

○中澤　隆志

根來　秀樹

東畠　智子

前田　康二

宮下　俊也

吉村　雅仁

大橋　輝雄

阪部　　清

廣岡　敏美

山本　吉延

教育活動及び教育実践研究における情報機器・教育メディアの活用に関する研究

児童生徒の心理社会的発達と適応との関連および発達を支える心理教育的援助について

キャリア教育のプログラム開発・生活実践力の育成に関する研究

教育評価における自然主義的アプローチ

児童生徒のニーズに応える特別支援学校力及び教師力の向上

障害児教育の実践的研究、特別支援教育学

授業研究に基づく教師の職能成長とアセスメントに関する研究

主体性を育む学習指導と評価

脳科学からみた発達障害児の評価、障害児医学

自主的で社会的な学習者を育てる学校マネジメント研究

英語教授法、教員養成と教員研修の一体化に関する研究

音楽及び芸術教科を中心とした授業実践研究

国際理解教育・言語意識教育

学習意欲を高める教師のかかわりや指導の在り方について

円滑な学校運営のためのコミュニケーションの在り方について

児童生徒の学ぶ意欲を高める指導の在り方について

Project-Based Learningによる教員としての職能形成

教

　
　職

　
　開
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氏　名専･特 研究テーマ・研究分野専攻
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任
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任

◎は平成31年3月退職予定者、◯は平成32（2020）年3月退職予定者

9）教育学研究科修士課程の授業科目の履修について
　教職開発専攻においては、教育上必要と認められる場合に限り、教育学研究科修士課程において開設されている
授業科目を、授業担当教員の許可を得て、在学中に12単位まで履修することが可能です。

8）特別支援学校教員免許取得プログラム
　本専攻では、小学校、中学校、高等学校又は幼稚園の教諭の普通免許状を有している学生で、特別支援学校教諭一
種免許状の取得を希望する学生を対象として、３年コース「特別支援学校教員免許取得プログラム」を開設していま
す。この３年コースでは、１年次に特別支援学校教諭一種免許状取得に必要な授業科目を修得した後、２年次、３年次
において、通常の教職大学院の教育課程を履修します。なお、修学期間に応じた授業料が必要です。

※教育職員免許法の改正に伴い、現在、文部科学省へ教職課程認定の申請を行っています。
　平成31、32年度の入学生については一部の教職科目の開設時期が2年次以降になりますので、本プログラムの履修を計画されている場合は、詳細等について、必ず出願までに
　教務課大学院担当（TEL 0742-27-9322）へ照会してください。

6）取得できる教員免許状
　現在取得している教員免許
状を基礎に、幼稚園、小学校、中
学校（各教科）、高等学校（各教
科）、特別支援学校の専修免許
状を取得することができます。
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9

　入学料については、入学前１年以内において入学者の学資
を主として負担している者が死亡したり、入学者若しくは学
資負担者が風水害等の災害を受けて納付が困難な場合、又は
経済的事情により入学料の納付が困難であり、さらに人物・
学業ともに優秀と認められる学生に対して入学料の全額又は
半額を免除する制度があります。
　授業料については、経済的事情により授業料の納付が困難
であり、さらに人物・学業ともに優秀と認められる学生に対
して、　授業料の全額、　半額又は一部の額を免除する制度があり
ます。
　◎平成29年度には、在学生の12.6％が免除を受けています。
（学部生を含む）

［ 修士課程 ］（22）
教員内訳

　また、第1種奨学金の貸与を受けた学生であって、在学中に
特に優れた業績をあげた者として機構が認定した場合には、
貸与期間終了時に奨学金の全部または一部の返還が免除され
る制度もあります。

12い及び特別支援学校
10）

11）大学院設置基準第１４条に定める特例措置（現職教員：１年次フルタイム、２年次通学）
　本専攻では、夜間の授業開講は行いませんが、土日や夏期及び冬期の休業期間中に集中講義を行います。現職院生は、
第２年次において勤務校等に戻った場合でも、基本的には１４条特例に基づいて、これらの集中講義を受講することができ
ます。また、院生の実践的な課題を解決するための授業科目「課題解決実習Ⅱ」は、平日に開講されますが、大学から指導
教員が勤務校に出向き、空き時間や放課後等に研究指導を行うものです。また、「課題研究」についても、本務に支障がな
いように、平日の放課後や土日及び休業日等に開講する配慮も行います。
　なお、奈良県教育委員会からの大学院等派遣研修による現職教員は、第２年次の特例措置について、別に定められています。
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※小数点第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。
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その他
3.7％（1）

小柳和喜雄

粕谷　貴志

河﨑　智恵

北川　剛司

木下　理恵

◎玉村　公二彦

中井　隆司

○中澤　隆志

根來　秀樹

東畠　智子

前田　康二

宮下　俊也

吉村　雅仁

大橋　輝雄

阪部　　清

廣岡　敏美

山本　吉延

教育活動及び教育実践研究における情報機器・教育メディアの活用に関する研究

児童生徒の心理社会的発達と適応との関連および発達を支える心理教育的援助について

キャリア教育のプログラム開発・生活実践力の育成に関する研究

教育評価における自然主義的アプローチ

児童生徒のニーズに応える特別支援学校力及び教師力の向上

障害児教育の実践的研究、特別支援教育学

授業研究に基づく教師の職能成長とアセスメントに関する研究

主体性を育む学習指導と評価

脳科学からみた発達障害児の評価、障害児医学

自主的で社会的な学習者を育てる学校マネジメント研究

英語教授法、教員養成と教員研修の一体化に関する研究

音楽及び芸術教科を中心とした授業実践研究

国際理解教育・言語意識教育

学習意欲を高める教師のかかわりや指導の在り方について

円滑な学校運営のためのコミュニケーションの在り方について

児童生徒の学ぶ意欲を高める指導の在り方について

Project-Based Learningによる教員としての職能形成

教

　
　職

　
　開

　
　発

氏　名専･特 研究テーマ・研究分野専攻

専     

任

特 

任

◎は平成31年3月退職予定者、◯は平成32（2020）年3月退職予定者

9）教育学研究科修士課程の授業科目の履修について
　教職開発専攻においては、教育上必要と認められる場合に限り、教育学研究科修士課程において開設されている
授業科目を、授業担当教員の許可を得て、在学中に12単位まで履修することが可能です。

8）特別支援学校教員免許取得プログラム
　本専攻では、小学校、中学校、高等学校又は幼稚園の教諭の普通免許状を有している学生で、特別支援学校教諭一
種免許状の取得を希望する学生を対象として、３年コース「特別支援学校教員免許取得プログラム」を開設していま
す。この３年コースでは、１年次に特別支援学校教諭一種免許状取得に必要な授業科目を修得した後、２年次、３年次
において、通常の教職大学院の教育課程を履修します。なお、修学期間に応じた授業料が必要です。

※教育職員免許法の改正に伴い、現在、文部科学省へ教職課程認定の申請を行っています。
　平成31、32年度の入学生については一部の教職科目の開設時期が2年次以降になりますので、本プログラムの履修を計画されている場合は、詳細等について、必ず出願までに
　教務課大学院担当（TEL 0742-27-9322）へ照会してください。

6）取得できる教員免許状
　現在取得している教員免許
状を基礎に、幼稚園、小学校、中
学校（各教科）、高等学校（各教
科）、特別支援学校の専修免許
状を取得することができます。

25
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　入学料については、入学前１年以内において入学者の学資
を主として負担している者が死亡したり、入学者若しくは学
資負担者が風水害等の災害を受けて納付が困難な場合、又は
経済的事情により入学料の納付が困難であり、さらに人物・
学業ともに優秀と認められる学生に対して入学料の全額又は
半額を免除する制度があります。
　授業料については、経済的事情により授業料の納付が困難
であり、さらに人物・学業ともに優秀と認められる学生に対
して、　授業料の全額、　半額又は一部の額を免除する制度があり
ます。
　◎平成29年度には、在学生の12.6％が免除を受けています。
（学部生を含む）

［ 修士課程 ］（22）
教員内訳

　また、第1種奨学金の貸与を受けた学生であって、在学中に
特に優れた業績をあげた者として機構が認定した場合には、
貸与期間終了時に奨学金の全部または一部の返還が免除され
る制度もあります。

12い及び特別支援学校
10）

11）大学院設置基準第１４条に定める特例措置（現職教員：１年次フルタイム、２年次通学）
　本専攻では、夜間の授業開講は行いませんが、土日や夏期及び冬期の休業期間中に集中講義を行います。現職院生は、
第２年次において勤務校等に戻った場合でも、基本的には１４条特例に基づいて、これらの集中講義を受講することができ
ます。また、院生の実践的な課題を解決するための授業科目「課題解決実習Ⅱ」は、平日に開講されますが、大学から指導
教員が勤務校に出向き、空き時間や放課後等に研究指導を行うものです。また、「課題研究」についても、本務に支障がな
いように、平日の放課後や土日及び休業日等に開講する配慮も行います。
　なお、奈良県教育委員会からの大学院等派遣研修による現職教員は、第２年次の特例措置について、別に定められています。

小学校
9.1％（2）

中学校
22.7％（5）

高等学校
50.0％（11）

養護教諭
4.5％（1）

特別支援学校
9.1％（2）

その他
4.5％（1）

中学校
7.4％（2）

※小数点第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

平成30年3月修了者（70名） （　）は人数

小学校
41.2％（7）

［ 専門職学位課程 ］（27）

教員
70.0％（49）企業

7.1％（5）

進学・研究員
5.7％（4）

公務員
1.4％（1）

学芸員
1.4％（1）

保育士
1.4％（1）

その他
12.9％
（9） 小学校

55.6％（15）

高等学校
22.2％（6）

養護教諭
3.7％（1）

特別支援学校
7.4％（2）

その他
3.7％（1）
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奈良教育大学奈良教育大学
修士課程
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